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 1）2016 年時点の統計では青海省の総人口は約 593 万人で，そのうち漢族が約 310 万人（全
体の約 52％）を占める。その他の民族構成は，チベット族が約 149 万人（約 25％），回族









































 4）陈（2018：95）には 2011 年時点での甘溝郷の人口データが挙がっており，総人口は
16, 480 人，内訳は回族 6, 947 人，土族 3, 204 人，漢族 2, 161 人，チベット族 1, 940 人と
なっている。また '!（1997(435）には 1993 年時点での数値が挙がっており，総人口



























4. 1　特徴 1～ 3について














4. 2　特徴 4～ 6について
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青海省统计局、国家统计局青海调查总队（2017）『青海统计年鉴 2017』北京：中国统计出版社．
















　'!（1997）が第 3! 2 節として掲げる民話“2<”は，
公開されている甘溝方言のデータとしては現在までのところ最も分量が多く，
大変に価値の高い資料である。しかしながら，当該データには利用しづらい側
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